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【Ⅰ】ご使用の前に

本説明書は、「ＲＬＴ－５１１７ＥＮＣ」、「ＲＬＴ－５１３２ＥＮＣ」について説明しています。
本書ではこれらを指す場合「リレーユニット」または「本機」と記述してあります。
本書ではハードの性能と使用方法について記述してあります。

［Ⅰ－１］機能の紹介

本機はイーサネットインターフェースを持ったミニパワーリレーユニットです。
「ＲＬＴ－５１１７ＥＮＣ」、「ＲＬＴ－５１３２ＥＮＣ」はケース入りタイプの箱型ユニットで、
電源はＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖを使用します。

本機はイーサネットインターフェースと、１６個または３２個のミニパワーリレーを内蔵しています。
ホストマシン（パソコンなど）からリレーを任意にＯＮ／ＯＦＦ制御することができます。

「ＲＬＴ－５１１７ＥＮＣ」は１６個のリレーに対応して動作状態を示すモニタＬＥＤをフロントパネルに
「ＲＬＴ－５１３２ＥＮＣ」は３２個のリレーに対応して動作状態を示すモニタＬＥＤをフロントパネルに
配置してあり、動作の確認に便利です。

なお、本機に内蔵のリレーはメカニカルリレーまたは半導体リレーの２種類があり、用途に応じて混在することが
できます。下表にそれぞれの大まかな特徴を示します。

項目 メカニカルリレー 半導体リレー

開閉寿命 約１０万回 半永久的

ＯＮ抵抗 １００ｍΩ以下（ＤＣ５Ｖ／１Ａ時） ２．４Ω以下

ＯＦＦ時漏れ電流 なし １０ｕＡ以下（ＤＣ１２５Ｖ時）

接点の定格 AC250V/5A DC30V/5A AC240V/0.6A DC100V/0.6A

突入電流 ５Ａ（数ｍＳ以内） ６Ａ（数ｍＳ以内）

動作時間 １０ｍＳ以下 ６ｍＳ以下

復帰時間 ５ｍＳ以下 １０ｍＳ以下

＊１：通電電流を小さくすると寿命を延ばすことができます。

［Ⅰ－２］ＲＬＴ－５１１７ＥＮＣ、ＲＬＴ－５１３２ＥＮＣの概略動作

本機はイーサネット端末のリレーユニット機器であり、本機をコントロールするために、別途、イーサネット
コントローラが必要です。通常、パーソナルコンピュータをコントローラとして使用します。

リレーを制御するためには、本機に対して「出力コマンド」と「出力データ」を渡します。
本機に対してステータスの要求を行うと本機の内部情報に関するステータスを取得することができます。
この内部情報に関するステータスはＩＥＥＥ－４８８．２規格で定義されているステータスです。

デリミタについてＩＥＥＥ－４８８．２規格ではＬＦを規定しています。
本機ではこの規定されたデリミタの他、ＣＲとの組み合わせも使用できるよう造られています。
（本書［Ⅱ－１－１］と「コマンド説明書」を参照）
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［Ⅰ－３］取り扱い上のご注意

（ａ） 「ＲＬＴ－５１１７ＥＮＣ」、「ＲＬＴ－５１３２ＥＮＣ」は、ＡＣ１００Ｖ～ＡＣ２４０Ｖ
（５０～６０Ｈｚ）電源で使用して下さい。

警 告

ヒューズ交換について

ヒューズが切れた場合は、必ずＡＣコードをコンセントから抜いて行って下さい。
ＡＣコードが接続されたまま、交換作業をおこなうと感電するなどの危険があります。

（ｂ） 高温多湿の場所では、使わないで下さい。

（ｃ） 保証期間は納入日から１年です。ただし当社に責のない修理は有償になります。
なお、この保証期間は、日本国内のみ有効であり、製品が国外に搬出された場合は、
自動的に保証期間が無効となります。

（ｄ） 上記保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合は、その機器の故障部分の交換、
または、修理を納入者側の責任において行います。

ただし、次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外させて頂きます。

①需要者側の不適当な取扱い、ならびに使用による場合。
②故障の原因が納入品以外の事由による場合。
③納入者以外の改造、または修理による場合。
④その他、天災、災害などで、納入者側の責にあらざる場合。

なお、ここでいう保証は、納入品単体の保証を意味するもので、
納入品の故障により誘発される損害はご容赦頂きます。

（ｅ） 修理・保守について
修理の必要が生じた場合、当社まで輸送して下さい。出張修理はご容赦頂きます。
また、適格、迅速な修理なため、故障状況、原因と思われる点などをメモでお知らせ下さい。

RLT-5117/32ENC
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［Ⅰ－４］ＲＬＴ－５１１７ＥＮＣの形状
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［Ⅰ－５］ＲＬＴ－５１３２ＥＮＣの形状
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【Ⅱ】使用方法

［Ⅱ－１］使用開始の前に

［Ⅱ－１－１］ディップスイッチの設定

本機のリアパネル面から覗いているディップスイッチを使ってデリミタの設定が行えます。

ＯＮ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ＯＦＦ

デリミタの設定

ＳＷ７とＳＷ８の組み合わせで下表のようなデリミタが選択できる。

ＳＷ７ ＳＷ８ デリミタ選択

ＯＦＦ ＯＦＦ ＣＲ

ＯＦＦ ＯＮ ＣＲ＋ＬＦ

ＯＮ ＯＦＦ ＥＯＴ

ＯＮ ＯＮ ＬＦ

［Ⅱ－２］電源の投入と初期化

［Ⅱ－２－１］電源の投入前の確認

ＡＣ１００ＶまたはＡＣ２４０Ｖ（５０～６０Ｈｚ）の商用電源が本機の背面のＡＣ電源コネクタ
（インレット）に接続されていることをご確認ください。

［Ⅱ－２－２］電源の投入後の初期化

本機は電源を投入すると下記の状態に初期化されます。

１：リレーはすべて復旧し、モニタＬＥＤも消灯します。
２：本機の動作に関係する本機内部の設定値も初期化されます。

（各設定値の初期値は「コマンド説明書」の各設定値の関係ページを参照）

RLT-5117/32ENC
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［Ⅱ－３］ＩＰアドレスの設定

本機を使用するにはイーサネット上における本機固有のＩＰアドレスを設定する必要があります。
出荷時、本機のＩＰアドレスは「自動取得」に設定されていますのでご使用環境にＤＨＣＰ等があれば
自動的に固有のＩＰアドレスが割り振られます。

その割り振られたＩＰアドレスを知る方法のひとつとして本機で使用しているイーサネットデバイス
（ＸＰｏｒｔ）のメーカー（Ｌａｎｔｒｏｎｉｘ）から専用のユーティリティソフトが公開されています。
ユーティリティソフトは「DeviceInstaller」という名称で下記ＵＲＬからダウンロードできます。
https://www.lantronix.com/products/deviceinstaller/

［Ⅱ－３－１］デバイスインストーラ「DeviceInstaller」を使用する場合

本ツールは「Setup.exe」をクリックすることでインストールが始まりますが、マイクロソフト社の
.NET framework が必要なため「.NET framework が必要」な旨のメッセージが表示され、インストールが
中断する場合があります。その際は、 .NET framework をインストール終了後に、再度「Setup.exe」を
クリックしてインストールを再開して下さい。

インストール後、本ツール「デバイスインストーラ」を起動するとネットワークに接続されている、この
メーカのイーサネットデバイスの一覧が表示されます。
表示内容の「ハードウェアアドレス」に本機背面に記載のＭＡＣアドレスが存在すれば、それが本機に
内蔵されているイーサネットデバイスです。（下記の画面例をご参照下さい）

本機に内蔵のイーサネットデバイスが認識できましたら下記画面のようにそのデバイスをアクティブにし、
［ＩＰ割当］ボタンをクリックして下さい。

クリックするとＩＰアドレスの設定画面（子画面）が開きますので案内に従って本機に割り当てるＩＰアド
レスの設定を行って下さい。

RLT-5117/32ENC
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［Ⅱ－３－２］デバイスインストーラ「DeviceInstaller」を使用しない場合

本機のＩＰアドレスが判明している場合、「DeviceInstaller」を使用しないでＩＰアドレスの変更などが
できます。

インターネットエクスプローラなどのＵＲＬ欄に本機の
ＩＰアドレスを入力すると右図のような画面が開きます。

ユーザー名、パスワード、共に空欄のまま、［OK］ボタンをクリックすると下図のような画面が
開きます。

RLT-5117/32ENC
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本機のＩＰアドレスを再設定する場合、
画面左枠内のメニューから「Network」を選んでクリックすると下図の画面に変わります。

ＩＰアドレスを「自動取得」に設定する場合は「Obtain IP address automatically」にチェックを入れ、
「Auto Configuration Methods」で自動の種類を選択します。

任意の固定に設定する場合は「Use the following IP configuration」にチェックを入れます。
さらに、「IP Address」、「Subnet Mask」にアドレス、ネットマスクを入力します。
必要なら「Default Gateway」、「DNS Server」のアドレスも入力します。

入力が完了したら、画面下部の［OK］ボタンをクリックし、左メニューの「Apply Settings」を
クリックしてイーサネットデバイスへの書き込みを開始して下さい。
完全に書き込みが終了したら本機の電源を一旦切り再投入して下さい。

RLT-5117/32ENC
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【Ⅲ】各信号の機能

［Ⅲ－１］端末側の信号

機能の概略を下表に示します。

信号名称 機 能 論理 入力／出力

LD11X/Y～LD18X/Y リレーＬＤ１１～ＬＤ１８の接点出力 出力

LD21X/Y～LD28X/Y リレーＬＤ２１～ＬＤ２８の接点出力 出力

LD31X/Y～LD38X/Y リレーＬＤ３１～ＬＤ３８の接点出力 出力

LD41X/Y～LD48X/Y リレーＬＤ４１～ＬＤ４８の接点出力 出力

［Ⅲ－２］外部用電源

機能の概略を下表に示します。

信号名称 機 能 論理 入力／出力

外部用電源 ＋ 外部機器用補助電源 ＤＣ２４Ｖ ＋ 出力

外部用電源 － 外部機器用補助電源 ＤＣ２４Ｖ － 出力

【Ⅳ】コネクタの信号配列表

［Ⅳ－１］イーサネットコネクタ

信号名称 ピン番号 機 能 入力／出力

ＴＸ ＋ １ 送信データ＋ 出力

ＴＸ － ２ 送信データ－ 出力

ＲＸ ＋ ３ 受信データ＋ 入力

ＲＸ － ６ 受信データ－ 入力

未使用 ４

未使用 ５

未使用 ７

未使用 ８

シールド Chassis Ground ＊１

＊１：ＲＪ４５のシールドは基板上のＪＰ１、ＪＰ２をクローズするとＳＧ、ＦＧに接続できます。
ＲＬＴ－５１１７ＥＮＣの場合、

出荷時はＪＰ２（ＳＧ：シグナルグランド）はオープン、
ＪＰ１（ＦＧ：フレームグランド）はクローズしてあります。

ＲＬＴ－５１３２ＥＮＣの場合、
出荷時はＪＰ１（ＳＧ：シグナルグランド）はオープン、

ＪＰ２（ＦＧ：フレームグランド）はクローズしてあります。

RLT-5117/32ENC
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［Ⅳ－２］端末側端子台

信号名 信号名

Ｘ Ｘ
ＬＤ１１ ＢＩＴ０リレーの接点出力 ＬＤ３１ ＢＩＴ１６リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ１２ ＢＩＴ１リレーの接点出力 ＬＤ３２ ＢＩＴ１７リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ１３ ＢＩＴ２リレーの接点出力 ＬＤ３３ ＢＩＴ１８リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ１４ ＢＩＴ３リレーの接点出力 ＬＤ３４ ＢＩＴ１９リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ１５ ＢＩＴ４リレーの接点出力 ＬＤ３５ ＢＩＴ２０リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ１６ ＢＩＴ５リレーの接点出力 ＬＤ３６ ＢＩＴ２１リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ１７ ＢＩＴ６リレーの接点出力 ＬＤ３７ ＢＩＴ２２リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ１８ ＢＩＴ７リレーの接点出力 ＬＤ３８ ＢＩＴ２３リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ２１ ＢＩＴ８リレーの接点出力 ＬＤ４１ ＢＩＴ２４リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ２２ ＢＩＴ９リレーの接点出力 ＬＤ４２ ＢＩＴ２５リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ２３ ＢＩＴ１０リレーの接点出力 ＬＤ４３ ＢＩＴ２６リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ２４ ＢＩＴ１１リレーの接点出力 ＬＤ４４ ＢＩＴ２７リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ２５ ＢＩＴ１２リレーの接点出力 ＬＤ４５ ＢＩＴ２８リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ２６ ＢＩＴ１３リレーの接点出力 ＬＤ４６ ＢＩＴ２９リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ２７ ＢＩＴ１４リレーの接点出力 ＬＤ４７ ＢＩＴ３０リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ
ＬＤ２８ ＢＩＴ１５リレーの接点出力 ＬＤ４８ ＢＩＴ３１リレーの接点出力

Ｙ Ｙ

＊使用端子台 ＭＬ－８００－Ｓ１Ｈ（サトーパーツ製）
＊適合電線 単線：φ1.2mm(AWG16)、 撚線：1.25mm２(AWG16)素線経φ0.18mm以上
＊使用可能電線 単線：φ0.4～1.2mm(AWG26～16)、撚線：0.2～1.25mm２(AWG24～16)素線経φ0.18mm以上
＊電線の剥ぎ長 標準１１ｍｍ
＊推奨適合工具 マイナスドライバ（軸経φ３、刃先幅２．６）

ＲＬＴ－５１１７ＥＮＣの場合、ＬＤ３１～ＬＤ４８までの端子台は実装されていません。

注 意

☆ 端子台への接続作業は、電源を断にしてから行って下さい。
誤動作または故障の原因となることがあります。

RLT-5117/32ENC
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［Ⅳ－３］外部用電源端子台

信号名

＋
外部用電源 外部機器用補助電源 ＤＣ２４Ｖ

－

＊使用端子台 ＭＬ－８００－Ｓ１Ｈ（サトーパーツ製）
＊適合電線 単線：φ1.2mm(AWG16)、 撚線：1.25mm２(AWG16)素線経φ0.18mm以上
＊使用可能電線 単線：φ0.4～1.2mm(AWG26～16)、撚線：0.2～1.25mm２(AWG24～16)素線経φ0.18mm以上
＊電線の剥ぎ長 標準１１ｍｍ
＊推奨適合工具 マイナスドライバ（軸経φ３、刃先幅２．６）

注 意

☆ 端子台への接続作業は、電源を断にしてから行って下さい。
誤動作または故障の原因となることがあります。

RLT-5117/32ENC
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【Ⅴ】仕様

［Ⅴ－１］総合仕様

バス転送速度 最大２Ｋバイト／秒 ＊１

接点出力 ＲＬＴ－５１１７ＥＮＣ １６点（メーク接点）
無電圧接点数

ＲＬＴ－５１３２ＥＮＣ ３２点（メーク接点）

メカニカルリレー：ＡＣ２５０ＶまたはＤＣ３０Ｖ
最大引加電圧

半導体リレー ：ＡＣ２４０ＶまたはＤＣ１００Ｖ

最大通電電流 メカニカルリレー：５Ａ 半導体リレー：０．６Ａ

外部用電源 ＲＬＴ－５１１７ＥＮＣ ＤＣ２４Ｖ／ＭＡＸ０．５Ａ
電圧／電流

ＲＬＴ－５１３２ＥＮＣ ＤＣ２４Ｖ／ＭＡＸ１．３Ａ

使用電源 ＲＬＴ－５１１７ＥＮＣ
電圧 ＡＣ１００～２４０Ｖ±１０％（５０Ｈｚ～６０Ｈｚ）

ＲＬＴ－５１３２ＥＮＣ

ＲＬＴ－５１１７ＥＮＣ ２０ＶＡ（全リレーがＯＮの場合：３０ＶＡ）以下
消費電力

ＲＬＴ－５１３２ＥＮＣ ２２ＶＡ（全リレーがＯＮの場合：４０ＶＡ）以下

使用環境 ０℃～４５℃（結露しないこと）

外形寸法 ＲＬＴ－５１１７ＥＮＣ ２１０Ｗ×２２０Ｌ×５０Ｈ（ｍｍ）（突出部を含まず）

ＲＬＴ－５１３２ＥＮＣ ２１０Ｗ×２２０Ｌ×７８Ｈ（ｍｍ）（突出部を含まず）

付属品 取扱説明書 １部

コマンド説明書 １部

ＡＣ電源用 インレットコード（２Ｐ３Ｐ変換プラグ付き） １組

予備ヒューズ ガラス管ヒューズ１Ａ １個

＊１：バス転送速度はコマンド文字列の内容により大きく変化します。

［Ⅴ－２］イーサネット部仕様

インターフェース ＲＪ４５、１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ（自動認識）

準拠規格 ＩＥＥＥ８０２．３

使用プロトコル ＴＣＰ／ＩＰ

使用ポート番号 １０００１

使用デバイス ＸＰｏｒｔ－０５Ｒ（ＬＡＮＴＲＯＮＩＸ社製）

［Ⅴ－３］端末側仕様

出力信号

信号名 出力回路の概要 接続可能な最大負荷

リレー接点 無電圧の、リレーのメーク接点とコモン端子 メカニカルリレー搭載の場合
ＬＤ１１Ｘ，Ｙ ＡＣの場合、２４０Ｖ以下かつ
～ＬＤ４８Ｘ，Ｙ ５Ａ以下かつ５０ＶＡ以下

ＤＣの場合、 ３０Ｖ以下かつ
５Ａ以下かつ６０Ｗ以下

半導体リレー搭載の場合
ＡＣの場合、２４０Ｖ以下かつ
０．６Ａ以下
ＤＣの場合、１００Ｖ以下かつ
０．６Ａ以下
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参考資料：リレーの仕様（Ｇ６Ｄ－１Ａ・オムロン（株）製）

接点定格 （抵抗負荷（ＣＯＳφ＝１）において）

定格負荷 ＡＣ２５０Ｖ ５Ａ ＤＣ３０Ｖ ５Ａ

定格通電電流 ５Ａ

接点電圧 最大 ＡＣ２５０Ｖ ＤＣ３０Ｖ

接点電流 最大 ５Ａ

リレー性能 （本表は初期における値です。）

接触抵抗 １００ｍΩ以下（測定条件：ＤＣ５Ｖ １Ａ 電圧降下法にて）

動作／復帰時間 １０ｍＳ以下／５ｍＳ以下

絶縁抵抗 １，０００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖ絶縁抵抗計にて）

コイルと接点間 ＡＣ３，０００Ｖ ５０／６０Ｈｚ １分間
耐電圧

同極接点間 ＡＣ７５０Ｖ ５０／６０Ｈｚ １分間

耐衝撃電圧 ６，０００Ｖ （１．２×５０μＳ）

耐久 １０～５５Ｈｚ 複振幅１．５ｍｍ
振動

誤動作 １０～５５Ｈｚ 複振幅１．５ｍｍ

耐久 １，０００ｍ／Ｓ２（約１００Ｇ）
衝撃

誤動作 １００ｍ／Ｓ２（１０Ｇ）

機械的 ２，０００万回以上（開閉頻度１８，０００回／時）

７万回以上（ＡＣ２５０Ｖ５Ａ 抵抗負荷 開閉頻度１，８００回／時）

寿命 ７万回以上（ＤＣ３０Ｖ５Ａ 抵抗負荷 開閉頻度１，８００回／時）
電気的

３０万回以上（ＡＣ２５０Ｖ２Ａ 抵抗負荷 開閉頻度１，８００回／時）

３０万回以上（ＤＣ３０Ｖ２Ａ 抵抗負荷 開閉頻度１，８００回／時）

使用周囲温度 －２５～＋７０℃（ただし、氷結・結露しないこと）

使用周囲湿度 ５～８５％ＲＨ

質量 約３ｇ

参考資料：半導体リレーの仕様（Ｇ３ＤＺ－２Ｒ６ＰＬ・オムロン（株）製）

定格 （周囲温度４０℃以下において）

定格負荷電圧 ＡＣ５～２４０Ｖ ＤＣ５～１００Ｖ

負荷電圧範囲 ＡＣ３～２６４Ｖ ＤＣ３～１２５Ｖ

負荷電流 ＡＣ１００ｕ～０．６Ａ ＤＣ１０ｕ～０．６Ａ

サージオン電流耐量 ６Ａ（１０ｍＳ）

性能 （本体温度２５℃において）

動作／復帰時間 ６ｍＳ以下／１０ｍＳ以下

出力オン抵抗 ２．４Ω以下

開路時漏れ電流 １０ｕＡ以下（ＤＣ１２５Ｖにて）

絶縁抵抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖ絶縁抵抗計にて）

耐電圧 入出力間 ＡＣ２，５００Ｖ ５０／６０Ｈｚ １分間

振動 １０～５５～１０Ｈｚ 複振幅１．５ｍｍ

衝撃 １，０００ｍ／Ｓ２

保管温度 －３０～＋１００℃（ただし、氷結・結露しないこと）

使用周囲温度 －３０～＋８５℃（ただし、氷結・結露しないこと）

使用周囲湿度 ４５～８５％ＲＨ

質量 約３．１ｇ
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